
　
立
川
市
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育

と
い
う
「
人
づ
く
り
」
を
通
し
て
、

市
民
と
連
携
・
協
力
し
、
共
同
体
と

し
て
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
今
回
、
市
立
の
小
・
中

学
校
の
教
育
の
実
践
を
紹
介
し
、
子

ど
も
の
教
育
へ
の
理
解
と
関
心
を
高

め
て
い
た
だ
く
「
立
川
教
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
子
ど
も
の
教
育
は
、
学
校
の
み
で

は
で
き
ま
せ
ん
。
家
庭
・
地
域
・
学

校
が
連
携
・
協
力
を
し
て
こ
そ
子
ど

も
た
ち
の
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
市
立
小
・
中
学
校
で

は
、
体
験
活
動
や
奉
仕
的
な
活
動
、

学
力
の
定
着
を
目
指
す
授
業
の
工
夫
・

改
善
な
ど
新
し
い
取
組
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
は
来
年
度

か
ら
全
校
で
二
学
期
制
に
取
り
組
み
、

授
業
日
数
の
十
分
な
確
保
を
工
夫
し

て
い
き
ま
す
。

　
当
日
は
、
学
校
教
育
の
指
針
に
基

づ
き
「
確
か
な
力
」
「
や
さ
し
い
心
」

「
個
を
輝
か
せ
」
「
社
会
の
た
め
に
」

に
分
け
て
小
・
中
学
校
８
校
が
、
発

表
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
文
部
科

学
省
の
永
田
繁
雄
先
生
か
ら
「
確
か

な
学
力
と
豊
か
な
心
」
に
つ
い
て
の

講
演
が
あ
り
ま
す
。

　
発
表
校
以
外
の
２１
校
の
小
・
中
学

校
は
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
て

各
学
校
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
市
内
全
校
の

教
育
活
動
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

全
校
の
教
育
活
動
を
紹
介
し
た
資
料

を
お
配
り
し
ま
す
。
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

○
開
場
：
午
後
１
時
２０
分

 

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

　  

―
大
ホ
ー
ル
の
ロ
ビ
ー
に
て
―

　
　
　
（
１
時
３０
分
〜
２
時
１０
分
）

小
学
校
１４
校
中
学
校
７
校
の

　
　
　
　  

教
育
活
動
を
学
校
紹
介

 

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
時
１５
分
）

Ⅰ
　
あ
い
さ
つ

Ⅱ
　
実
践
発
表
（
２
時
２５
分
）

【
確
か
な
力
】

①
立
川
第
一
中
学
校

　「
学
習
意
欲
の
向
上
を
目
指
し
て
」

②
け
や
き
台
小
学
校
　

　「
分
か
り
や
す
く
ま
と
め

　
　
　
　
　
伝
え
る
力
を
育
て
る
」

③
西
砂
小
学
校

　「
児
童
が
す
す
ん
で

　
　
　
　
取
り
組
む
『
読
む
活
動
』
」

【
や
さ
し
い
心
】

④
幸
小
学
校

　「
認
め
合
い
、
高
め
合
い
、

　
伝
え
合
う
幸
小
の
子
ど
も
の
育
成
」

【
個
を
輝
か
せ
】

⑤
第
二
小
学
校

　「
言
語
に
よ
る
表
現
力
を
高
め
る

　
　
　
　
た
め
の
指
導
法
の
工
夫
」

 

⑥
新
生
小
学
校

　「
共
に
学
び
、
一
人
一
人
が

　
　
　
　
　
　
　
輝
く
児
童
の
育
成
」

【
社
会
の
た
め
に
】

⑦
立
川
第
九
中
学
校

　「
共
生
を
め
ざ
し
て
」

⑧
上
砂
川
小
学
校

　「
豊
か
な
体
験
活
動
で
地
域
を
愛
し
、

　
　
地
域
と
と
も
に
教
育
を
進
め
る
」

Ⅲ
　
講
演
会
（
３
時
５０
分
）

演
題

　
「
確
か
な
学
力
」
と
「
豊
か
な
心
」

　
講
師
・
文
部
科
学
省
教
科
調
査
官

　
　
　  

永
　
田
　
繁
　
雄
　
先
生

Ⅳ
　
質
疑
応
答

Ⅴ
　
謝
辞

　
　
指
導
課
　
内
２
３
９

①
『
教
育
委
員
会
』
と
は

　
市
議
会
の
同
意
を
得
て
市
長
が
任

命
し
た
５
名
の
委
員
で
構
成
す
る
合

議
制
の
執
行
機
関
。
教
育
委
員
の
任

期
は
４
年
。｢

委
員
長｣

は
５
名
の
委

員
の
中
か
ら
選
挙
で
選
出
さ
れ
会
議

を
主
催
し
委
員
会
を
代
表
し
ま
す
。

ま
た
、
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
全

て
の
事
務
を
管
理
執
行
す
る
た
め
委

員
会
は
委
員
の
中
か
ら｢

教
育
長｣

を

選
出
し
任
命
し
ま
す
。

②
『
教
育
委
員
会
の
会
議
』
と
は

　
会
議
は
、
定
例
会
と
臨
時
会
が
あ

り
ま
す
。
定
例
会
は
原
則
と
し
て
毎

月
第
２
・
４
木
曜
日
に
、
臨
時
会
は

必
要
に
応
じ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
学

校
教
育
（
市
内
小
・
中
学
校
に
関
わ

る
こ
と
）
や
ス
ポ
ー
ツ
、
公
民
館
、

図
書
館
な
ど
の
生
涯
学
習
に
関
す
る

教
育
行
政
の
基
本
的
施
策
の
決
定
や

議
案
の
審
議
な
ど
を
行
い
、
立
川
市

の
「
教
育
」
全
般
の
推
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　
『
教
育
委
員
会
の
会
議
』
は
傍
聴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
傍
聴
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
部
総
務
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
教
育
部
総
務
課
　
内
線
３
３
２

　
来
年
１
月
末
の
完
成
を
目
指
し
、

新
生
小
学
校
（
旧
南
富
士
見
小
学
校
）

の
改
修
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
前
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

新
し
い
校
舎
は
、
様
々
な
学
習
形
態

に
対
応
す
る
た
め
、
教
室
と
廊
下
の

間
仕
切
壁
を
開
放
す
る
こ
と
が
で
き

る
オ
ー
プ
ン
ス
タ
イ
ル
の
教
室
と
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
図
書
室
は
２
教
室
分
の
広

い
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

半
円
形
の
書
架
な
ど
を
用
意
す
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
親
し
み
や
す

く
、
使
い
や
す
い
施
設
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
「
生
活
の
場
と
し
て
の
学
校
」

の
視
点
か
ら
、
ト
イ
レ
は
、
清
潔
で

明
る
く
な
る
よ
う
改
修
を
行
い
、
室

内
・
廊
下
は
、
木
の
ぬ
く
も
り
が
感

じ
ら
れ
る
よ
う
内
装
に
配
慮
し
て
い

ま
す
。

　
新
し
い
校
舎
で
の
授
業
は
、
来
年

４
月
か
ら
と
な
り
ま
す
が
、
平
成
１６

年
度
の
卒
業
式
（
３
月
２５
日
）
は
、

旧
南
富
士
見
小
学
校
体
育
館
で
行
う

予
定
で
す
。

　
あ
と
わ
ず
か
で
、
こ
の
校
舎
に
子

ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
き
わ
た

り
ま
す
。
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教育だよりの『たっち』は、みんなの心や輝きへの「タッチ」を通して、「たちかわ」の地域・家庭・学校が手をつないで、生涯を通じた学びを推進したいという思いを込めて付けた名前です。

　
立
川
の
町
は
、
立
川
駅
周
辺
と
基

地
跡
地
の
ま
ち
づ
く
り
が
総
仕
上
げ

の
段
階
に
入
り
、
多
摩
地
域
の
中
心

都
市
と
し
て
大
き
く
発
展
し
て
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
を

生
か
し
、
二
十
一
世
紀
の
新
し
い
立

川
を
築
い
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民

参
加
と
そ
れ
を
支
え
る
人
材
の
育
成

が
重
要
で
あ
り
、
市
で
は
「
ま
ち
づ

く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
」
を
基
本
テ

ー
マ
に
掲
げ
、
人
材
の
育
成
を
最
重

要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
や
社
会
に
貢
献
す
る
有
為
な
人

材
の
育
成
に
教
育
の
果
た
す
役
割
は

重
要
で
あ
り
、
教
育
は
ま
さ
に
人
づ

く
り
の
原
点
で
す
。

　
社
会
の
変
化
の
激
し
い
時
代
に
あ

っ
て
、
確
か
な
学
力
の
向
上
と
豊
か

な
心
を
育
て
る
教
育
の
充
実
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
従
来
の
「
読
み
、
書

き
、
計
算
」
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

た
ち
の
自
主
性
、
自
律
性
や
自
発
性

を
育
て
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
習
熟
度
別
指
導
な
ど
き
め

細
か
な
指
導
や
学
習
意
欲
と
学
び
の

質
の
向
上
、
い
じ
め
・
不
登
校
へ
の

対
応
な
ど
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た

ち
に
応
じ
た
指
導
を
実
施
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
　

　
間
も
な
く｢

立
川
教
育
フ
ォ
ー
ラ

ム｣

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
は
各
学
校
の
様
々
な
実
践

活
動
の
成
果
を
紹
介
し
て
、
立
川
市

の
教
育
の
実
情
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
学
校
教
育
へ
の
市
民
参

加
を
促
し
、
市
民
の
皆
様
と
協
力
し

て
教
育
を
向
上
さ
せ
て
い
く
よ
い
機

会
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
保
護
者
、
市
民
の
皆
様
の
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　「
教
育
は
百
年
の
計
」で
あ
り
、教

育
の
成
果
は
一
朝
一
夕
に
は
表
れ
ま

せ
ん
。学
校
、家
庭
、地
域
が
一
体
と

な
っ
た
人
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
が
、

将
来
の
立
川
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。今
後
も

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
切
に
お
願

い
す
る
と
共
に
私
も
教
育
へ
の
支
援

を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問

問

コミホームでの体験活動（七小）

平成１６年７月教育委員会定例会

新
生
小
学
校

改
修
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す

改修中の新生小学校（図書室）
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第
十
小
学
校

　
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
の
生
活
を

充
実
さ
せ
る
た
め
始
ま
っ
た
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
も
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
教
員
の
熱
意
で
、
講
座
数
２１
（
延

べ
約
６０
講
座
）
参
加
児
童
数 

延
べ

約
１２００
名
と
年
毎
に
そ
の
内
容
が
充
実

し
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
と
し
て
定

着
し
ま
し
た
。

　
学
校
で
は
、
地
域
・
保
護
者
の
協
力

を
求
め
講
座
内
容
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
「
イ
カ
の
解
剖
」
「
ペ
ン

シ
ル
バ
ル
ー
ン
で
の
造
形
遊
び
」
「
琴

の
演
奏
」
「
石
け
ん
を
使
っ
た
実
験
」

等
、
地
域
の
造
詣
の
深
い
方
に
よ
る
講

座
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は
、
来

年
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

上
砂
川
小
学
校

　
本
校
は
２
学
期
制
を
生
か
し
秋
休

み
期
間
を
活
用
し
て
秋
季
チ
ャ
レ
ン

ジ
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
秋
休
み
期
間
中
の
子
ど
も
た
ち
の

居
場
所
づ
く
り
と
し
て
、
ま
た
、
豊

か
な
体
験
の
機
会
の
場
と
し
て
、
昨

 

年
度
に
続
い
て
の
講
座
で
す
。

　
今
年
も
２０
講
座
を
開
催
し
、
延
べ
、                    

 

約
９５０
名
の
児
童
が
積
極
的
に
参
加
し

ま
し
た
。               

　
地
域
・
保
護
者
の
方
々
に
、
講
師
や

お
手
伝
い
と
し
て
ご
支
援
・
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

　
地
域
・
保
護
者
・
教
職
員
が
連
携
し

合
い
実
施
で
き
た
秋
季
チ
ャ
レ
ジ
講
座

で
し
た
。
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

第
二
小
学
校

　
１０
月
１５
日
に
、
２
年
生
は
、
生

活
科
の
「
町
の
な
ぞ
な
ぞ
知
り
た

い
ね
」
の
学
習
で
、
立
川
駅
前
を

探
険
し
て
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
保
護
者
の
方
の
多
数

の
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
道
路
標
識
や
歩

道
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
、
お
店
の
看

板
な
ど
を
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
ま
し
た
。

第
三
小
学
校

　
各
学
年
で
、
家
庭
や
地
域
と
連

携
し
た
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
内
容
も
、
国
語
、
算
数
、

社
会
、
理
科
、
生
活
、
総
合
、
体

育
、
音
楽
、
図
工
、
家
庭
科
な
ど

幅
広
い
分
野
に
渡
っ
て
い
ま
す
。

低
学
年
で
は
、
よ
り
き
め
の
細
か

い
指
導
を
行
う
た
め
算
数
や
国
語

な
ど
で
保
護
者
の
支
援
を
取
り
入

れ
学
習
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

第
四
小
学
校

　
地
域
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

に
英
語
活
動
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
習

字
、
読
み
聞
か
せ
、
中
休
み
で
の

昔
遊
び
、
家
庭
科
、
校
外
学
習
で

の
補
助
等
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
３
年
生
以
上
の
習
字
学
習
で
は

月
１
回
、
３
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
先
生
に
一
人
ひ
と
り
、
手
を
と

っ
て
い
た
だ
き
、
筆
の
動
か
し
方

や
姿
勢
、
用
具
の
使
い
方
な
ど
て

い
ね
い
に
指
導
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

第
六
小
学
校

　
本
校
で
は
、
地
域
の
特
質
を
生

か
し
【
地
域
と
共
に
育
つ
六
小
っ

子
】
を
特
色
と
し
て
、
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。
地
域
の
自
然
や
人

材
も
貴
重
な
教
室
・
教
師
で
す
。

　
６
年
生
は
「
福
祉
」
を
テ
ー
マ

に
、
「
今
、
自
分
た
ち
に
出
来
る

事
」
を
探
し
、
地
域
の
年
長
者
・

シ
ル
バ
―
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
交

流
、
高
齢
者
擬
似
体
験
等
を
通
し
、

高
齢
者
と
共
生
で
き
る
地
域
社
会

を
築
く
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

第
八
小
学
校

　
本
校
で
は
、
学
習
内
容
の
基
礎

基
本
の
確
実
な
定
着
を
図
る
た
め

に
、
学
習
支
援
者
を
導
入
し
た
授

業
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
今
月
は
、
１
、
２
年
生
の
各

ク
ラ
ス
に
、
１
週
間
に
わ
た
り
保

護
者
や
地
域
の
方
が
入
り
、
算
数

の
学
習
支
援
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
保
護
者
、
地
域
と
の
連
携
の

も
と
、
一
人
ひ
と
り
の
確
か
な
学

び
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

第
九
小
学
校

　
本
校
で
は
、
書
写
、
手
話
、
俳

句
、
戦
争
の
体
験
談
な
ど
各
教
科

の
授
業
の
他
に
農
業
体
験
活
動
な

ど
、
年
間
延
べ
１３００
名
の
支
援
者
の

方
に
入
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

元
教
員
や
地
域
の
方
、
そ
し
て
保

護
者
の
ご
協
力
に
よ
り
、
子
ど
も

た
ち
は
新
し
い
知
識
や
学
ぶ
楽
し

さ
が
倍
増
す
る
こ
と
を
喜
ん
で
い

ま
す
。
写
真
は
、
５
年
生
が
八
ヶ

岳
に
行
く
前
の
飯
盒
炊
さ
ん
体
験

の
様
子
で
す
。

松
中
小
学
校

　
子
ど
も
た
ち
が
、
楽
し
い
夏
休

み
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
と
、
今
年

も
５
回
に
わ
た
っ
て
、
地
域
の
方
々

に
体
験
教
室
を
開
い
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ど
の
教
室
も
人
気
が
あ

り
・
延
べ
２２８
名
参
加
し
ま
し
た
。

　
料
理
・
縫
い
物
・
う
ち
わ
づ
く

り
・
ち
ぎ
り
絵
・
竹
と
ん
ぼ
・
ゲ

ー
ム
・
す
い
か
割
り
な
ど
、
手
取

り
足
取
り
教
わ
り
、
楽
し
い
一
日

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

立
川
第
七
中
学
校

　
１０
月
１５
日
、
七
中
学
区
近
隣
の

農
家
の
方
２８
軒
に
依
頼
し
、
第
１

学
年
生
徒
全
員
で
農
業
体
験
を
行

い
ま
し
た
。
班
ご
と
に
酪
農
・
野

菜
作
り
・
植
木
栽
培
な
ど
の
実
際

の
仕
事
に
携
わ
ら
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
生
徒
は
普
段
、
土
に
ま
み

れ
る
こ
と
が
少
な
い
分
、
新
鮮
な

気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

地
域
の
方
と
の
関
わ
り
を
も
つ
こ

と
で
、
責
任
感
・
仕
事
の
苦
労
や

や
り
が
い
を
学
び
ま
し
た
。

立
川
第
三
中
学
校

　
本
校
で
は
「
職
場
体
験
」
を
２

学
年
で
実
施
し
ま
し
た
。
保
育
園
、

書
店
、
美
容
院
な
ど
、
３３
の
立
川

周
辺
の
職
場
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
学
校
生
活
で
は
得

ら
れ
な
い
体
験
が
で
き
、
充
実
し

た
表
情
で
帰
校
し
ま
し
た
。
「
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

仕
事
は
す
ば
や
く
行
う
こ
と
、
お

客
様
を
第
一
に
考
え
る
こ
と
、
毎

日
働
い
て
い
る
人
た
ち
の
苦
労
が

わ
か
り
ま
し
た
」
（
生
徒
の
感
想
）
。

体
験
先
の
方
も
、
「
私
も
お
あ
ず

か
り
し
た
以
上
、
時
間
を
フ
ル
に

利
用
し
、
仕
事
を
与
え
ま
し
た
。

接
客
方
法
、
床
清
掃
、
生
徒
が
一

番
望
ん
だ
カ
ッ
ト
を
人
形
を
使
っ

て
や
ら
せ
た
り
し
ま
し
た
」
（
美

容
院
）
等
、
多
大
な
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
か
け
が
え

の
な
い
体
験
を
来
年
度
以
降
も
実

施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

立
川
第
九
中
学
校

　
九
中
農
園
は
今
年
で
５
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
地
元
の
農
家
の
方

か
ら
無
償
で
貸
し
て
頂
い
た
畑
で
、

〈
自
然
と
共
に
〉
を
１
年
生
の
テ

ー
マ
に
Ｊ
Ａ
十
番
組
の
皆
さ
ん
か

ら
年
間
を
通
し
て
ご
指
導
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
で
は
里
芋
を

は
じ
め
12  
種
類
の
作
物
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
育
て
た
葉
牡

丹
は
地
域
の
公
共
施
設
・
保
育
園
・

老
人
ホ
ー
ム
に
寄
付
を
し
て
い
ま

す
。

 

第
七
小
学
校

　
本
校
は
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々

に
学
習
指
導
、
環
境
整
備
の
両
面

で
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

学
習
面
で
は
、
算
数
と
理
科
授
業

に
９
名
、
英
語
活
動
に
５
名
、
パ

ソ
コ
ン
指
導
に
７
名
の
方
が
入
り
、

子
ど
も
た
ち
の
関
心
や
つ
ま
づ
き

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
環
境
面
で
は
、
花
植
え
活
動
に

１３
名
、
図
書
室
整
備
に
１８
名
が
参

加
し
、
よ
り
よ
い
学
校
環
境
づ
く

り
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
支

援
は
学
校
に
活
力
を
生
み
、
よ
り

充
実
し
た
教
育
活
動
へ
と
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

け
や
き
台
小
学
校

　
本
校
の
特
色
は
「
共
感
、
確
か

な
学
び
、
連
携
」
。
連
携
で
は
、

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
地

域
の
専
門
家
を
招
き
、
全
員
が
菊

栽
培
に
挑
戦
し
、
人
と
の
ふ
れ
あ

い
や
生
命
の
大
切
さ
を
学
習
し
て

い
ま
す
。
台
風
で
苦
労
も
あ
り
ま

し
た
が
、
艶
や
か
な
開
花
を
夢
見

て
い
ま
す
。

　
土
曜
日
に
は
、
子
ど
も
の
居
場

所
作
り
で「
ホ
リ
デ
ー
・
ス
ク
ー
ル

若
葉
」
と
連
携
し
、
豊
か
な
体
験

で
生
き
る
力
を
育
て
て
い
ま
す
。

西
砂
小
学
校

　
本
校
で
は
、
地
域
の
農
家
の
方
々

の
指
導
・
協
力
を
受
け
、
全
校
の

各
学
年
で
栽
培
活
動
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
写
真
は
、
６
年
生
が
今
年
の
６

月
に
実
施
し
た
「
麦
刈
り
」
の
一

場
面
で
す
。
昨
年
の
秋
に
種
ま
き

を
し
た
麦
が
無
事
に
実
り
、
皆
で

一
緒
に
刈
り
取
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
地
域
の
特
性
を
有
効

に
活
用
し
た
教
育
活
動
を
推
し
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
の
理
科
離
れ
」
が

言
わ
れ
て
い
る
中
、
高
松
公
民
館
に

は
、
月
１
回
、
小
学
４
年
生
〜
６
年

生
ま
で
、
１６
人
の
理
科
好
き
っ
子
が

集
ま
っ
て
来
き
ま
す
。「
高
松
子
ど
も

科
学
遊
び
隊
’０４
」
の
隊
員
た
ち
で
す
。

　
科
学
遊
び
を
通
し
て
、
楽
し
み
な

が
ら
科
学
の
し
く
み
や
不
思
議
に
触

れ
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
東
京
学
芸

大
学
理
科
教
育
学
教
室
の
学
生
さ
ん

が
、
毎
回
５
〜
６
人
、
交
替
で
講
師

を
務
め
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
に
と

っ
て
学
生
講
師
は
気
軽
に
質
問
で
き

る
頼
り
に
な
る
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ

ん
。
教
師
を
目
指
す
彼
ら
に
と
っ
て

も
、
格
好
の
教
育
実
習
の
場
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
今
年
度
は
、
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の

ミ
ニ
ラ
イ
ト
を
使
っ
た
光
の
三
原
則

の
実
験
や
、
カ
ブ
ト
ム
シ
の
観
察
を

し
ま
し
た
。
観
察
で
使
用
し
た
カ
ブ

ト
ム
シ
は
、
指
導
す
る
学
生
さ
ん
が

持
っ
て
き
た
死
骸
で
し
た
が
、
な
ぜ

茶
色
い
の
か
、
ウ
ン
チ
は
ど
こ
で
す

る
の
か
（
↓
蜜
を
食
べ
る
か
ら
お
し

っ
こ
だ
け
で
ウ
ン
チ
は
し
な
い
）
、

爪
が
３
本
あ
っ
た
、
口
は
た
わ
し
の

形
を
し
て
い
た
な
ど
、
じ
っ
く
り
観

察
す
る
と
い
ろ
い
ろ
な
発
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　
そ
し
て
夏
休
み
の
「
シ
ャ
ボ
ン
液

を
作
ろ
う
！
」
の
実
験
で
は
、
丈
夫

な
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
作
ろ
う
と
、
基
本

の
シ
ャ
ボ
ン
液
に
納
豆
や
は
ち
み
つ
、

ラ
ム
酒
な
ど
を
混
ぜ
て
み
ま
し
た
。

長
く
飛
ん
だ
も
の
、
上
手
く
い
か
な

か
っ
た
も
の
、
実
験
は
試
行
錯
誤
し

て
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
何
も
言
わ
な
く
て
も
、
子
ど
も
た

ち
の
中
か
ら
自
然
に
「
ど
う
し
て
か

な
？
」
「
今
度
は
こ
う
し
て
み
た

い
！
」
と
声
が
あ
が
る
の
は
、
素
敵

な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
高
松
公
民
館
（
５
２
７
）
０
０

１
４

　
教
育
委
員
会
は
、
立
川
市
学
校
給

食
運
営
審
議
会
（
会
長
・
宇
都
宮
透

第
十
小
学
校
校
長
）
に
、
本
年
４
月

２３
日
、
「
新
学
校
給
食
共
同
調
理
場

建
設
計
画
に
つ
い
て
」
諮
問
し
、
１０

月
１５
日
に
答
申
を
得
ま
し
た
。
答
申

の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

１
　
一
場
統
合
化
に
つ
い
て

　
現
二
施
設
の
老
朽
化
及
び
児
童
数

の
減
少
か
ら
、
一
場
に
統
合
し
た
新

施
設
を
建
設
す
べ
き
で
す
。
建
設
場

所
は
旧
多
摩
川
小
学
校
の
跡
地
が
最

適
の
候
補
地
で
す
が
、
地
域
住
民
の

意
向
を
十
分
反
映
す
る
た
め
の
機
会

と
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
衛
生
的
で
安
全
が
保
障

さ
れ
る
、
最
上
級
の
施
設
・
設
備
と

す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

２
　
効
率
的
な
運
営
に
つ
い
て

　
子
供
た
ち
の
健
全
な
成
長
を
願
う

上
か
ら
学
校
給
食
に
は
相
応
の
経
費

負
担
を
行
う
の
が
好
ま
し
い
が
、
他

の
税
負
担
と
の
均
衡
を
図
る
こ
と
も

ま
た
必
要
で
す
。
今
後
の
運
営
方
法

は
、
市
の
直
営
と
し
つ
つ
、
よ
り
一

層
の
効
率
的
運
営
を
図
る
た
め
調
理

業
務
を
は
じ
め
可
能
な
部
分
は
委
託

化
の
範
囲
を
拡
げ
て
い
く
べ
き
で
す
。

３
　
多
面
的
な
機
能
に
つ
い
て

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
児
童
対
策
室
の

実
現
を
要
望
し
ま
す
。
ま
た
施
設
の

有
効
活
用
の
た
め
広
い
視
野
に
立
っ

て
計
画
策
定
し
、
地
域
開
放
型
の
サ

ー
ビ
ス
や
環
境
対
策
上
有
効
な
諸
機

能
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
災
害
時

に
も
対
応
で
き
る
耐
震
構
造
と
す
る

こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

　
以
上
の
答
申
を
受
け
て
、
今
後
、

教
育
委
員
会
は
、
新
学
校
給
食
共
同

調
理
場
建
設
計
画
を
立
川
市
第
二
次

基
本
計
画
に
盛
り
込
み
、
実
現
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
学
校
給
食
課
　
内
２
４
９

問申・・・申し込み ・・・問い合わせ ・・・ファクス ・・・ホームページアドレス ・・・Eメールアドレス凡例 HPFAX e

問問

　地域の方と協力して子どもたちの教育活動の充実を図っている実践を紹介します。
市内中学校では、地域での農業体験や奉仕的な活動、職場体験が盛んです。小学校で
は、日常の教育活動にも市民の方が多数参加しています。市民が子ども向けの講座の
企画・運営にも参加している第十小学校や上砂川小学校のような例もあります。学校
での教育活動への協力申し出や、小・中学生へのよい活動の企画提案、働く機会や場
所の提案等がありましたら、お近くの学校もしくは学校教育サポート室・指導課にご
相談ください。　　学校教育サポート室（５２３）４４６０　指導課　内線（４２１）　問

立
川
市
立
小
・
中
学
校
学
校
公
開
日
等

立
川
市
立
小
・
中
学
校
学
校
公
開
日
等

立
川
市
立
小
・
中
学
校
学
校
公
開
日
等

立
川
市
立
小
・
中
学
校
学
校
公
開
日
等

立
川
市
立
小
・
中
学
校
学
校
公
開
日
等

　
立
川
市
の
小
・
中
学
校
で
は
、
保
護
者
や
市
民
に
教
育
活
動
を
公
開
し

て
い
ま
す
。
お
近
く
の
学
校
の
公
開
日
等
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
く
わ

し
く
は
各
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

学
校
公
開
日
（
全
日
）

持
久
走
大
会
（
午
前
）

マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
午
前
）

マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
午
前
）

音
楽
学
習
発
表
会
（
午
前
）

持
久
走
大
会
（
午
前
）

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
（
午
後
）

研
究
学
習
全
校
発
表
会

道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
（
午
後
）

道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
（
午
後
）

書
き
初
め
展

書
き
初
め
展

書
き
初
め
展

授
業
参
観
日
（
午
後
）

授
業
参
観
日
（
午
後
）

道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
（
午
後
）

道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
（
午
後
）

学
校
公
開
日
（
全
日
）

授
業
参
観
日
（
午
後
）

授
業
参
観
日
（
全
日
）

書
き
初
め
展
（
全
日
）

授
業
公
開
週
間
（
全
日
）

学
校
公
開
日
（
午
前
）

学
校
公
開
日
（
全
日
） 

授
業
参
観
日
（
午
後
）

授
業
参
観
日
（
午
後
）

持
久
走
大
会
（
午
前
）

展
覧
会
（
全
日
）

学
校
公
開
日
（
全
日
）

道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
（
午
後
）

作
品
展
（
午
前
）

学
校
公
開
日
（
全
日
）

授
業
参
観
日
（
午
前
）

展
覧
会
（
全
日
）

研
究
発
表
会
（
午
後
）

研
究
発
表
会
（
午
後
）

展
覧
会
（
午
後
）

　
〃
　
（
全
日
）

道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
（
午
後
）

授
業
公
開
週
間
（
全
日
） 

す
こ
や
か
講
演
会
（
午
後
）

学
校
公
開
日
（
全
日
）

道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
（
午
後
）

授
業
公
開
日
（
全
日
） 

学
校
公
開
日
（
午
前
）

授
業
参
観
日
（
午
後
）

学
校
公
開
日
（
全
日
）

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
（
午
前
）

作
品
展
（
全
日
）

道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
（
全
日
）

学
校
公
開
日
（
全
日
）

学
習
展
示
会
（
全
日
）

学
習
発
表
会
（
全
日
）

授
業
参
観
日
（
午
前
）

学
習
発
表
会
（
午
後
）

行
　
事
　
等

月

日

曜水〃金 土火木 金〃月火金〃〃月〃〃水木金〃〃〃土〃日金〃火水木金月火〃〃水金〃〃土〃火木土水金

第
七
中

第
七
小

大
山
小

西
砂
小

第
十
小

幸
　
小

第
四
中

第
九
中

第
八
中

幸
　
小

新
生
小

第
三
小

若
葉
小

第
四
小

第
五
小

第
六
小

西
砂
小

南
砂
小

第
四
小

第
五
小

柏
　
小

松
中
小

第
七
中

第
八
小

第
八
小

第
一
小

第
六
小

若
葉
小

大
山
小

第
九
小

　
〃

第
十
小

第
三
小

第
七
小

け
や
き
台
小

新
生
小

第
四
中

柏
　
小

　
〃

第
二
中

第
七
中

第
三
小

第
四
小

第
十
小

第
五
小

第
二
小

西
砂
小

第
三
中

第
二
小

南
砂
小

若
葉
小

第
四
小

第
一
中

第
九
中

第
四
中

第
二
中

学
　
校
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場
建
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計
画
を
答
申
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「
第
２４
回
中
学
生
の
主
張
大
会
」
が

１１
月
７
日（
日
）ア
ミ
ュ
ー
た
ち
か
わ
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
１２
地
区
の
青
少
年
健
全
育
成
地

区
委
員
会
及
び
一
般
公
募
に
よ
り
作
品

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
２，
８
７
５
編

の
応
募
が
あ
り
、
こ
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
１４
人
が
、
学
校
や
地
域
、
友
人
・
家

族
と
の
関
わ
り
の
中
で
感
じ
た
こ
と
や
、

社
会
を
見
て
考
え
た
こ
と
な
ど
を
発
表

し
ま
し
た
。

　
市
長
賞
に
は
立
川
第
九
中
学
校
３
年

生
の
津
田
修
平
さ
ん
の
作
品
「
文
字
会

話
、
僕
ら
の
言
葉
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
長
崎
県
佐
世
保
市
で
起
き

た
小
６
児
童
殺
害
事
件
か
ら
、
い
ま
、

問
題
と
な
っ
て
い
る
チ
ャ
ッ
ト
を
取
り

あ
げ
、
文
字
会
話
と
そ
れ
を
使
う
人
の

こ
こ
ろ
を
テ
ー
マ
と
し
た
も
の
で
す
。

　
各
入
賞
者
は
一
覧
表
の
通
り
で
す
。

　
今
大
会
は
特
に
様
々
な
テ
ー
マ
の
作

品
が
あ
り
、
主
張
発
表
も
身
振
り
手
振

り
を
交
え
て
訴
え
か
け
る
中
学
生
の
姿

に
、
来
場
者
も
引
き
込
ま
れ
、
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
立
川

第
七
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
み
な
さ
ん
の

演
奏
が
披
露
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
大
き
な

拍
手
を
頂
き
ま
し
た
。

　
主
張
発
表
・
吹
奏
楽
演
奏
と
も
に
素

晴
ら
し
く
、
大
人
た
ち
も
元
気
を
も
ら

え
た
一
日
で
し
た
。

　
６
月
に
ア
イ
ム
で
行
わ
れ
た
環
境

フ
ェ
ア
に
昭
和
第
一
学
園
高
校
機
械

研
究
部
が
製
作
し
た
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー

（
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
走
る
車
）
、

リ
ッ
タ
ー
カ
ー
（
１
リ
ッ
ト
ル
の
ガ

ソ
リ
ン
で
走
る
距
離
を
競
う
も
の
）

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
課
外

ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
、
指

導
し
て
い
る
の
は
顧
問
の
先
生
。
フ

ェ
ア
に
来
た
人
は
、
初
め
て
見
る
人

も
多
く
、
生
徒
達
の
熱
心
な
説
明
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ソ
ー

ラ
ー
カ
ー
は
、
今
年
第
１４
回
ワ
ー
ル

ド
・
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
・
ラ
リ
ー
イ
ン

秋
田
高
校
生
ク
ラ
ス
で
優
勝
し
ま
し

た
。

　
環
境
に
関
心
が
な
い
と
思
わ
れ
が

ち
な
高
校
生
が
、
土
日
を
返
上
し
て

フ
ェ
ア
に
企
画
者
と
し
て
加
わ
っ
て

く
れ
た
こ
と
は
、
主
催
し
た
市
と
し

て
も
、
取
り
組
み
に
幅
を
持
つ
こ
と

が
で
き
何
よ
り
も
う
れ
し
い
限
り
で

す
。

　
　
砂
川
公
民
館
（
５
３
５
）
５
９

５
９

　
立
川
市
図
書
館
は
、
昭
和
５１
年
６

月
立
川
市
図
書
館
計
画
審
議
会
が
設

置
さ
れ
、
そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。
目
指
し
た
図
書
館
は
、
日

本
の
公
共
図
書
館
が
長
い
歴
史
を
か

け
て
模
索
し
、
切
り
開
い
て
き
た
「
市

民
の
図
書
館
」
と
い
う
方
向
を
継
承

し
て
、
①
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
図

書
館
、
②
く
ら
し
に
役
立
つ
図
書
館
、

③
親
し
み
や
す
く
利
用
し
や
す
い
図

書
館
、
④
誰
で
も
利
用
で
き
る
図
書

館
、
⑤
読
書
の
自
由
を
保
障
す
る
図

書
館
、
を
図
書
館
づ
く
り
の
５
本
の

柱
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
中
央
図
書
館
開
館
前
は
、
８
地
区

館
と
移
動
図
書
館
「
大
空
号
」
と
で
、

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
多
様
化
、
専
門
化
し
た
社
会

の
中
で
、
利
用
者
は
サ
ー
ビ
ス
の
質

的
向
上
を
求
め
、
中
央
図
書
館
の
早

期
開
館
が
望
ま
れ
、
平
成
７
年
１
月

１２
日
に
中
央
図
書
館
が
開
館
し
ま
し

た
。

　
中
央
図
書
館
の
開
館
で
、
特
に
一

般
の
利
用
に
変
化
が
出
ま
し
た
。
開

館
前
の
平
成
５
年
度
の
一
般
利
用
者

は
１
５
４，
３
３
４
人
、
児
童
の
利

用
者
７
３，
９
７
１
人
に
対
し
て
、

平
成
１５
年
度
で
は
一
般
４
０
８，
５

３
９
人
、
児
童
８
２，
３
３
６
人
で
す
。

一
般
と
児
童
の
比
率
は
、
平
成
５
年

度
は
一
般
６８
％
、
児
童
３２
％
に
対
し

て
、
平
成
１５
年
度
は
一
般
８３
％
、
児

童
１７
％
と
、
年
々
一
般
利
用
者
の
利

用
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
サ
ー
ビ
ス
は
、
子
ど
も
の
読

書
離
れ
が
す
す
む
中
で
、
こ
れ
か
ら

も
図
書
館
活
動
の
大
き
な
柱
で
す
が
、

一
般
利
用
者
の
図
書
館
の
需
要
は
今

後
も
増
加
し
、
さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
の

質
的
向
上
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
開
館

１０
年
を
迎
え
、
今
後
と
も
図
書
館
づ

く
り
の
５
本
の
柱
を
継
承
し
、
資
料

の
貸
出
し
と
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
（
調
査
・

研
究
）
サ
ー
ビ
ス
を
基
軸
に
、
さ
ら

に
一
歩
す
す
ん
だ
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
是
非
お
近

く
の
図
書
館
を
ご
利
用
下
さ
い
。

　
　
中
央
図
書
館
（
５
２
８
）
６
８

０
０

　
中
央
線
上
り
電
車
が
多
摩
川
の
鉄

橋
に
差
し
掛
か
る
と
、
立
川
段
丘
の

上
に
大
き
な
伽
藍
が
見
え
ま
す
。
こ

れ
が
臨
済
宗
建
長
寺
派
の
玄
武
山

普
済
寺
で
、
立
川
周
辺
で
勢
力
を
振

る
っ
て
い
た
武
士
団
・
立
川
氏
の
菩

提
寺
と
し
て
文
和
二
年
（
１
３
５
３

年
）
に
開
か
れ
ま
し
た
。
本
堂
の
東

側
に
は
土
塁
が
あ
り
、
こ
れ
は
立
川

氏
館
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
東
京

都
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
は
立
川
市
内
唯
一
の
国
宝

で
あ
る
「
六
面
石
幢
」
が
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。
仁
王
像
（
阿
金
剛
・
吽

金
剛
）
と
四
天
王
像
（
増
長
・
広
目
・

多
聞
・
持
国
）
を
刻
ん
だ
緑
泥
片
岩

の
板
石
を
六
枚
組
み
合
わ
せ
た
も
の

で
、
六
角
形
の
笠
石
が
乗
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
開
山
・
物
外
和
尚

の
弟
子
・
性
了
達
に
よ
っ
て
延
文
六

年
（
１
３
６
１
年
）
に
建
て
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
が
、
広
目
天
像
の
板
石

に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
覆
屋
の
中
に
あ
り
、
そ
ば
で
見

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
歴
史
民

俗
資
料
館
に
は
レ
プ
リ
カ
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
し
、
ア
ミ
ュ
ー
立
川
大

ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
に
は
ブ
ル
ー
の
タ
ペ

ス
ト
リ
ー
と
な
っ
て
飾
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
普
済
寺
は
、
平
成
七
年
の
火
災
で

本
堂
を
初
め
多
く
の
文
化
財
が
焼
失

し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
直
後
よ
り

再
建
を
始
め
、
今
年
の
十
月
に
め
で

た
く
落
慶
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　
来
年
の
３
月
１３
日（
日
）に
開
催
予

定
の
立
川
マ
ラ
ソ
ン
。
今
回
は
新
種

目
と
し
て
み
ん
な
で
楽
し
く
走
ろ
う

を
合
言
葉
に
、
サ
ブ
レ
ー
ス
と
し
て

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
駅
伝
」が
行
な
わ
れ
ま

す
。
ご
家
族
や
友
人
と
誘
い
合
っ
て
、

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

○
コ
ー
ス
　
昭
和
記
念
公
園
内
「
み

ん
な
の
原
っ
ぱ
」
内
の
１
周
８
０
０

ｍ
の
コ
ー
ス
を
３
人
１
組
で
５
周

○
参
加
資
格
　
次
の
３
つ
の
区
分
で

レ
ー
ス
を
実
施
　
Ａ
　
中
学
生
以
上

２
名
と
小
学
生
１
名
（
１０
時
ス
タ
ー

ト
）
　
Ｂ
　
中
学
生
以
上
１
名
と
小

学
生
２
名
（
１０
時
３０
分
ス
タ
ー
ト
）

Ｃ
　
小
学
生
３
名
（
１１
時
ス
タ
ー
ト

保
護
者
が
同
伴
し
て
下
さ
い
）

○
参
加
費
　
１
チ
ー
ム
千
円
（
公
園

入
園
料
・
保
険
料
を
含
む
）

○
申
込
み
締
め
切
り
　
平
成
１７
年
１

月
２０
日（
木
）

○
立
川
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
メ
イ
ン
レ

ー
ス
と
し
て
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
・
１０

キ
ロ
の
公
認
レ
ー
ス
と
３
キ
ロ
レ
ー

ス
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
申
込
み
方
法

等
詳
し
い
こ
と
は
「
開
催
要
項
」
を

ご
覧
下
さ
い
。
（
開
催
要
項
は
、
市

役
所
・
市
民
体
育
館
等
で
配
布
中
）

　
　
泉
市
民
体
育
館
（
５
３
６
）
６

７
１
１

　
山
梨
県
の
北
部
、
北
杜
市
高
根
町
清

里
に
あ
る
市
の
林
間
施
設
、
八
ヶ
岳
山

荘
は
、
小
・
中
学
校
の
自
然
教
室
や
移

動
教
室
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
他
、

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
と
そ
の
ご
家
族

が
、
保
養
施
設
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
年
間
を
通
じ
て
利
用
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
四
季
折
々
、
楽
し
み
方
も
様
々
。

夏
に
は
、
高
山
植
物
や
高
原
の
爽
や
か

な
風
、
秋
は
紅
葉
、
冬
に
は
、
ウ
ィ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し
て
利
用
で

き
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
が
学
校
で
体
験
さ
れ
た
自

然
を
今
度
は
、
ご
家
族
で
体
験
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

○
申
込
み
方
法

　
申
込
み
は
、
通
常
、
利
用
日
の
２
ヶ

月
前
の
初
日
か
ら
生
涯
学
習
課
窓
口
で

受
け
付
け
ま
す
。
夏
期
、
年
末
年
始
期

間
に
つ
い
て
は
、
多
数
の
利
用
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
往
復
は
が
き
に
よ
る
抽

選
と
な
り
ま
す
。
（
対
象
日
は
、
市
の

広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
）

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
空
室
状
況
が
確

認
で
き
ま
す

　
空
室
状
況
が
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

 

（
ア
ド
レ
ス
は
１
面
タ
イ
ト
ル
下
。

ト
ッ
プ
画
面
の
右
上
「
地
域
活
動
に
、

交
流
と
活
動
の
広
場
」
↓
「
八
ヶ
岳
山

荘
」
「
空
室
状
況
」
へ
）
）

○
電
話
で
仮
予
約
で
き
ま
す

　
仮
予
約
は
、
２
ヶ
月
先
の
月
末
宿
泊

分
ま
で
、
電
話
で
申
込
予
約
で
き
ま
す

（
月
初
日
除
く
）
。
仮
予
約
し
た
日
か

ら
７
日
以
内
に
手
続
き
を
。
な
お
、
仮

予
約
が
利
用
日
の
７
日
前
を
過
ぎ
て
い

る
場
合
、
利
用
日
の
３
日
前
ま
で
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
　

　
　
生
涯
学
習
課
　
内
線
５
９
６

　
登
下
校
時
に
子
ど
も
を
狙
っ
た
連
れ

去
り
事
件
等
が
各
地
で
多
発
し
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
今
年
５
月
小
学
生
全
員

に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
貸
与
い
た
し
ま
し
た

が
、
７
月
に
携
帯
状
況
の
調
査
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
市
立
小
学
生
の
携
帯
率
は

７２
％
で
し
た
。
防
犯
ブ
ザ
ー
を
携
帯
す

る
こ
と
で
、
万
一
の
と
き
に
子
ど
も
た

ち
が
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
全
員
の
児
童
が
防
犯
ブ
ザ
ー

を
携
帯
し
て
い
る
こ
と
で
、
犯
罪
の
抑

止
力
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
保
護

者
の
方
は
お
子
さ
ん
が
登
下
校
等
外
出

す
る
際
は
、
必
ず
持
た
せ
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
外
の
小
学
校
へ
通
学
し
て

い
る
児
童
で
、
ま
だ
防
犯
ブ
ザ
ー
の
貸

与
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
学
務
課
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
学
務
課
　
内
線
３
３
７

古紙配合率100％再生紙を使用しています 問申・・・申し込み ・・・問い合わせ凡例

問

問

問

げ
ん
　
ぶ
　
ざ
ん

ふ
　
さ
い
　
じ

ぶ
ん  

な

ろ
く
め
ん
せ
き
と
う

あ

う

ぞ
う
ち
ょ
う

こ
う
も
く

た
　
も
ん

じ
　
こ
く

も
つ  

が
い

し
ょ
う
り
ょ
う

え
ん  

ぶ
ん

ほ
く  

と

問

問

環
境
フ
ェ
ア
に
「
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
、

リ
ッ
タ
ー
カ
ー
」
登
場

●受賞者一覧●

市長賞
議長賞
〃

教育委員長賞
〃
特別賞

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

津田　修平
山中ひかり
藤元絵美里
粟野友紀菜
稲垣　里奈
井指友里恵

高橋　優子

山田真理絵
木村　悦久
井口友紀子
河田　　遥
嶋野　知実
村上　航平
江戸　愛実
鈴木　愛美

若葉町
砂　川
西砂川
幸　町
西砂川
西砂川

栄　町

高松町
高松町
砂　川
幸　町
栄　町
富士見町
若葉町
若葉町

第九中学校３年
第五中学校２年
第七中学校３年
第四中学校３年
第七中学校３年
第七中学校３年

第二中学校２年

第二中学校２年
第二中学校３年
第五中学校３年
第六中学校２年
第六中学校３年
第八中学校１年
第九中学校３年
第九中学校３年

文字会話、僕らの言葉
私の家族
生きる
「誠」
自分の為・自分の夢
道

新聞をスクラップして思う事

祖母から学んだこと
お囃子の二つの楽しさから考えたこと
ありがとう
友達の暖かさ
個性
私の夢
言葉のない会話
命の重さ

青少年問題
協議会会長賞

各　賞 主　　　題 氏　名 学校名・学年 地区名

（敬称略）


